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星山他 :著明な低血糖を呈した敢廊症性ショ､ジタの-溜i綬例

は じ め に

敗血症性ショッタの病態は急激かつ盈璃なため㌢その

内分泌所見をこついて病槻 級所見も潜めた換紬 裳少ない,

著者緋ま,著明な低血糖夕霧イン7鼠uソぬ症 (霧ゼ血症),

(､両 ド再射札中江ミ･∴-~~~､し､二校訂 上::._I:_ハ~T_:報告十十

症 例

主訴 :意識障害,

家族歴 :特記すべきことなし.

既往歴 :望望才,輝炎夢魔竃にて加療,

現病歴 :平素は降圧剤を時をこ服弼する以外健康であっ

た.川tq.i-1十 lを‖キ=煩 い ). 卜痢 付和軒パー'j現 し.I(川

タをこなっても治 まらず宇激 しいm渇を訴えていた中間E3

の状態をこ陥っていたのを家人をこ発見され夢主治医の往診

(iLlT

L川1()t111iT潮 漁. 十 ~L,､∴ tl'川ImH-帖 工 卜勲剤持′j･

がなされた･同門午後 謀略 当院内科へ緊急.丸院したや

･i､紺 l＼巨畑 上 川;i(､m.･T'OLFI付し'､＼∵巨町t､i畑十 ･制覇i

:J梢.軒･1も目上を再 j･:工 ､裾酢 冊 諭 i.t叶.甜欄 ミ詰 1~.r,()

=川-Tk 古言忙甘 LJl:トト ∴二､L-‖年上し川畑 立上 触｢1-

斎白布甲状腺慮なし リンパ節臆脹なし.心音低下き肺
ラ音不明,肝碑経脹なし㌢浮腫なし.

Å院時検査成績 (養 温い 菜摘彪および骨髄所見では,

額紫綬球症と鞠粒糸綿胞の成熟障害を認めた.血沈軽度

I/,i-/丁イ;;l二増:t:;L(.lTL汀.(i.1''r.LIt-1(,Ⅰ一r)ll.下町N.'7

レアチニソずアミラ…ゼ予尿酸,フェリチンの薯増予血

ポプラスチソ時間延長9 トロン′ボテスト低wyh低血糖

組員m鰐摘ま)を認めた巧胸部レ線所見では苧明らかな肺

廃線を認めえず苛心電図は低電位を示した甲血液敢尿培

義は施行できなか-｡たか

Å院襖臨床経過 :盈寓な多搬器障害芦低血糖句出血嘘

寮 讃 Å院時娩養成瞭
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(ミ･1Lq 粧矧十芋合維誌 第102r:h.第1しり 昭頼ミニ川･二1両j

表i!十p-I7-∴軽侶用i

rr言lnHLLlt,}Hl臣 1洲-

F机上∴∴ 亨∴ u-1･lnH-mぐ;T∴t､:i.い､

t､しけtis(-1 仰.0!'g tl畑､巨1'.･7-tl,Lf,1------- ､､ -
* I､-凡..:上狛直

向,無常粒球症が認められたことより,敗血症性かヨツ

タを疑い,Å院直後より副腎皮質ホルモソきアドレナu

∴ ト-工∴ 抗十･鞄7胃,:t･持し∵,し･＼卜∴･-■J.･･雄二

て呼吸管理を続けたがヨ且窃時間後をこ死亡した8死後且0時

間後をこ剖検された守

AJT::.LIu､圧_抹直上 畑-な躍､伸日日ノ∵十13_∴柱杏成結

く恵那:別殿腺機能では予T:蔓が冒畳閥/m盈(Mji:_常値醐

-且8h鑑,/m漫)と率 低ゝ下L′ている以外はW磯,遊離サイ

Il°-二-∴ rltト1日､~日.目上祈 (lrtl言2L坤,,.Illlt;r,.Onl.-

Ill巨 甘栗-川 ト■∴･∴ (試)rfよさ刷il､i-,･二言､1t-r,.十′′H･

迫りの高値を認めた8

剖検所見:肉眼的所駄-m-皮下と鵬夏鮎なし 心内膜およ

び心外琵桑をこ級長血と右頗および石室に血栓を認める申肺は

硬く,鮮紅経嬢所見はな宅,碑にも略殿所鳳なし 雨腎

をこ糖興研溜邑なし 蔑遇か鞍丑二部小腺夢結腸にかげ軍歴膜愈

粘膜に出血を認める中脳をこぼ著変なし 下垂鰍 甲状腺,

副甲状腺をこも著変なし 南扇臼腎とも大出私厳や血栓は認

められなかった♯病理鼠級学所見--両肺下葉に強いグ

ラム陰性韓菌をこよる急性肺炎を認めた中肝臓は,偽小薬,

Fill.1挿:~JiI,-LT:I,｣･＼ンて-,i.Ft-上潮t職像

l√ig..2韓⊥TlンLT!･LJ､:･,:∵言摘｢l載便
り),lP染lfT.,_＼5･しい

W遍露骨題副腎組織所毘凋-琵毅亀 x50)

中葉改築構造を示し軍肝硬変初期変化を認めた.鰐鴎の

ラソゲル-ジス島は十分保拷されており,酵素抗体法をこ

よる検索で屯,イソスuノ-マもLiはラ成島過形成を

示唆する所鳳はなかった∈院及,郡書さらにグルカゴソ,

ソマトスタチンも同様をこ検討したが,著変は認められな

かったB副腎の皮質と髄質中間部払出血とグラム陰性樺

菌による発症所魔が認められた(園諾う,下垂体予甲状

腺には著愛を認めなかった甘胸腺は同年魯男性をこ認めら

れる変化を示し,斡輿所鳳は認められなかった｡

考 案

紬lt)L山n増加.(､holint~-tlStttrこ1Ht日出V一冊t卜 血小板減

/ド.{lI/いり)rot_tlin頼甘 卜し-･.二∵上.㌔-jlT､.-i.qOo.卜日､左上

が認められたことより亨病理観繊所鳳とも食わせ,肝硬

変初期にあったと考えられるむ寒冷時き急性グラム陰性

夕,多臓器障害(雷漬母野)を招来したと考えられる.



姑 恒也 :著 明 二鳥 鮎 甘粕 圭 LiTILiT眠 り再l上作言 い-I,ハ ･剖 検 桝

敗 血 症 性 シ ョ ックは ヲ グ ラム陰 性 菌 をこ麗 関す る こ とが

殿 も多 い と され 芦 交感 神経 噂副 腎 の刺 激 を数 むこせ しめ ,

か テ コ ラ ミソの 分 泌 増 紬 甜受 容 線 審 の血 管 収 縮 , 健 流

低 下 を 引 き起 こ し辛 シ ョ ック病 変 と 関 掛野 を盤 ず る と

され て い る.病 態 は 急 激 か つ重 篤 な た め , 寒 例 をこ認 め ら

れ た低 血 糖 に 関 す る検 索 や報 告 は極 め て 少 な い 8 間 簡 ら

に お い て , 血糖 値 3及m欝/戎且の低 脇息糖 と表rj腎 肉眼 所 属 で

の 出血 や 腺 症 を認 め な か った こ とを報 告 して い るゎ 血 中

ホ ル モ ン健 は検 索 され て い な い ｡ 親 戚 owwm ら (那

は , 敗 血症 性 シ ョ ック下 の 各臓 器 の病 理 所 見 をこつ い て 詳

細 な検 討 を行 な って い るがき 軒重 体 , 副 腎 平静 の 各 ホ ル

モ ン分 泌 細 胞 と血 中 か しそ ソ動 態 の 関連 に つ い て は検 討

して い な い せ

審 例 で は ず 低 血 糖 をこ関 す る敵 中 ホ ル モ ソ徽 お よび 内

分 泌 臓 器 病 理 所 魔 の検 討 を 食 わ せ て 成 し得 た の で 考 察 し

上ト.

寒 例 は 入 院 時 に 且3m好/娼lの著 明 な低 血 糖 を認 め ラ 死

後 をこ判 明 した ホル モ ソ検 査 威 厳 で は 声 高 イ ソ深 リン/劇 症 芳

弘貰音字 コル チ ゾ - ル 高 値 を認 め た ｡ しか しチ 病 理 蔽 織 所

鳳 で は 了 F重 体 前 葉 に著 変 な く,鮮 膿 ラ ソゲ ル ]､ソス 島

に イ ソ ス リノ- マや 針 細 胞 過 形 鼠 グル カ ニfソ来 観 ア

ソマ トス タチ ソ分 泌 輿 敵 表は腎 腫 脇 を示 瞭 す る所 見 は 認

め られ な か った 甘

低 血 糖 の 原 因 と して , 次 の い くつ か の こ とが考 え だ-3れ

る.① 肝 硬 変 の た め の肝 ダ リこて-ゲ ソ貯 蔵 の減 少 争 ② ここ

ソ ド トキ シ ソ 帝シ ョ ック下 で の 莱掩 蔽 臓 に おけ る異 化 の

文 選 ,④ エ ソ ド トキ シ ンに よ る肝 内糖 質 代 謝 - の影 響 な

どで あ るセ さ らに, シ ョ ックをこよ って 引 き起 こ され るア

裾 吊 ､. ーT~ニ ト !､十 : 二∴l抗 粧 粧 上野 良 川 ntigluぐOnL-

lslnこ血 In ∴ J ､ri∴ L∴こ,i__,. ∴ 二′L/ト 巨 ~∴ 1川仁こし丁ヽ

--チli-卜 7㌦ ′∴-1i濃 十 十 肝 ph()sph(吋nOIp.1,ru＼･ごitt,CこIr-

h(Ivpkin;ltit､導 ヽ与･阻 書 し. prt】＼-;ltP kinLIS再 .ま‡津t二互 進

､i: i)host)h川､nOlll.H･･u＼･;ltLl喪 失 を こ/トき起 し､ 結 果 と し一二

糖 質 の喪 失 を 来 た す とい う. 凍 例 の場 合 芳 轟 イ ソ 弟 リン

彪 症 が 原 閏 で の 低 血 糖 とは考 え をこく くず 肝 硬 変 をこエ ソ ド

害､キ シ ソ 砂シ ョ ックが加 わ った た め の もの と考 え た い 朴

･般 iIこく卜し ~く時 iこは .LlTl.i. こごJL･:+-､;LI-lr∴ .']L;~･:-~~Ip

ミソ分 泌 は克 遷 し, イ ソス リンは抑 制 され る, 轟 例 の 高

イ ソス リソ血 症 は , 次 に述 べ る GH, ==ル チ ゾ- ル 高儀

の 原 因 と同様 をこチ シ ョ ック鮮 か らの イ ソ 弟 リンの 漏 出 と

i~ミLl～)

考 え た い . 本 例 の後 で経 験 した敗 血 症 性 シ ョ ックの例 で

言, tll潮 も､7tiFng,dl. 11ミⅠ7.㌧ltt71111..~工J:i;捕 . 伏 三桁軒 ,

商 イ ソ シ ュ リソ戯塵 は認 め られ な か った .恐 ら く, シ ョッ

クの病 斯 畢線 審 の 障 害 度 の 稽 遮 , 原 疾 患 の遠 い に よ る も

の と考 え られ る. さ らに予 審 例 で は これ まで 外 因性 イ ソ

.･し∴ こし丁~､昌∴射歴 や 自己 免疫 隼 雄了､′束族 惟 U Fh ､か . 打 て'

ソ 鼠 uy抗 体 や 抗 イ ソ 弟 uy受 容 体 抗 体 をこ関 す る検 索 が

な され て い れ ば 要 よ り明 だ"･"3な解 明 の 擬 すコとな った で あ ろ

うと思 わ れ る中

19:3G7ト'~､L<車 (､膏 ､･･し'､~ノF､日 !､丁 説 三十 紅 nいXiいIlti

sも立mu畳まをこ対 せ る カテ 二言ラ ミy畢 ニu LJチ ゾ --ル の 著 明 な

放 出 が 認 め られ る こ とが知 られ て い るB さ らをこ, イ ソ ス

‖二flL血糖 . 飢餓 ._聴 虹 T-+.TIH十 yl麻 酔 . 有･Iく上 F ''.

精 神 的 :1卜∴ こ. i).1･rt)抑 l ∴ ｣ ･ー::戊 殿 + -.∴しこ与 汀､

･i-､左進 寸 ′.十二~上 :ゾ∴報 ･告 ..リ ~､､こい :てI i4十 ･丁∴

著 者 ら は き 本 例 ぽ か りで な く髄 の 且餅者で も , 鎧銅

を認 め て い る申 死 戦 期 の愚 老 で は , 莱 掩 蔽 織 で の こu i,チ

･rp∴ ,:伸 fHl漣 .(ゝ1t､;lr･州1什 低 卜 /T:TL:::こ了.1進 享 牛 工 ､. i

三㌢官で の非 特 異 的 な細 胞 蛋 白漏 出 も加 わ るた め に高 値 を

と る もの と推 察 され る｡

エ ン ド トキ シ ソ 噂シ ョック時 の 甲状 腺 ホ ル モ ンの庶 艦

に つ い て の報 告 は 少 な い ｡ 動 物 窯 験 で は 亨 空 腹 , 寒 冷 ,

熟 刺 激 をこよ りヲ 甲状 腺 及3月 摂 取 率 は 鋼橋uされノ亨 渡 をこ恐

怖 に さ ら され る と増 加 ず る とい う中 豊た ラ ッ トをこ外 藤 を

㍗ ::∴:､悠 再 …遊 離 T_1_し:遊 離 千言 二l:1 ･_Hl上 ･Jjけ い 7

キ シ ソ結 合蛋 ぬ濃 度 は減 少 す るな ど, ス トレス をこよ って

甲状 腺 塵 健 は 影 響 を受 け る と い わ れ る 摘 )抄 本 例 で は

肝 硬 甘. 卜断 食黒 ノト毎 L'､消 右目･LfLFl∴ i言 打直い T;日代 卜

が 認 め られ た 昆 外 9 大 きな 変 数 は認 め られ な か った ･

シ ョ ッタ巌 寮 で は , 出血 , 壊 死 , 敵栓 な どが認 め られ

:::､I.十 十 もい し･3~l. I.: ? ▲pTr､∵､卜射 仁 肝 ､ 離 断 T-

これ ∴ハ 射 し言 1牛 工 高 上 ~･約 ...(_;Tl. 二rl∴卜 ''1--

ル 血 症 を生 じた もの と考 え られ るq ホ ル モ ソ分 泌 細 胞 碍

電 顕 所 魔 が検 索 され る とヲ 新 知 見 が縛 られ よ うが病 態 の

性 質 か ら困難 と思 わ れ る,

お わ リ に

散 戯 症 性 シ ョックの 病 魔 は 急 激 か つ重 篤 で あ り, 低 血

糖 を 望 した例 の報 皆 は 少 な く, さ らをこ血 中 ホ ル そ ソ値 と

病 理 綴 級 所 見 を 食 わ せ て 検 討 した 報 告 は 極 め て 鯵 しい と

考 え られ るの で 報 告 した ¢
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